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巻頭カラー図版 1

(1)第1主体部石屋形の装飾 （西から）

a. 

(2)第1主体部鏡石の装飾（西から）



巻頭カラー図版2
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(1)東海大学附属第五高等学校考古学研究会作図 「桜京古墳の石室」
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(2)第1主体羨道部の敷石検出状況（西から）



序文

平成15年41-11 H、11:1宗像rnとIll玄海町が、さらに平成17年3H 28 [Iには旧大島
村とも合併が行われ．新し lヽ宗像市が誕生しました。歴史的にも地理的にも深い限l

わりがあるII」大島村、 IH玄海町、 11-1宗像市の合併は、さ らなる発展への体力づくり

として期待されております，

さて、今回報告する国指定史跡「桜京古珀」は、幅岡県北部では大変希少な装飾

古墳として知られております。昭和46年に装飾占瑣として発兄され、昭和49年度に

幅岡県教育委員会の手によって石宙内の調代などが行われておりますが、占培0)詳

細な堵形、規模は今uまで不明のままでした，， そこで合併を期に、 'V・成15年度から

平成17年度にかけ、現地で史跡内容確認の発掘閑査を行い、本年度にその成果を報

告する連びとなりました。

古閉発見の経緯についてはこれまで不詳でしたが、間き取り関査の結果、東海人・

学附属第li.高等学校の考古学研究会であることが明らかになり、発見者のお1人に£

稿を頃くれができました。記して御礼中し上げます。

本背が学術研究はもとより、学校教育や生涯学習の均で活用され、また文化財保

護行政に対するご理解の ・助となることを念願いたしますとともに、発掘調牡全般

にわたってご協）」をいただし、た多くの方々に心から感謝の意を表す次第であります。

•I頌成 HJ年 3 「I30 Fl 

',j, 像1li.f'i(ff委員会

教有長 川 崎雅光；



例 言

1. 本即叶成15'頃から 18年疫にかけて国1町補助事業を受けて施した、同指定火跡 It-妥京古培」

偉像,1坪 IUl/1,2019番地）の史跡内容の確認、政在報告占である，

2. 発掘洪IAは宗｛象市孜脊委貝会が平業i'.f木となって実施した＾

3. 桜京古培の福岡県文化！り番号は、 :1201邸である 鼻’

4. 本髄占邸の過物番号は挿図や迫構番号にl¼Iわらず、すぺて通し番号である ，

ri. 迅樅II)名称は次のように,;c号化した◇
so: 古瑣 src:.t.J:it sr:n, 穴、小穴 so: 消状逍棉 sx: 不明迫構

6. 数字、アルファ ペ•·/卜が記叔された I:府の色洞は.l沿じの上色帖を使mした

「新版 棉準土色1[~~」 2001 年前暉Ii

批林水J粗省牒林技術会,{~•j廿糾尚 監修． 財団法人日本色彩研究所 色菜監修

7. 枯準点測はは（イn 」II測団に委況した叫点はIEI来の日本系座様llflをlt1いている /il'i!. はすべ
てl磁Itである。

8. 水準点は，福岡県教脊委口会の行ったII阻f1149年l父Jld.のilPJ飛図と異なっていたが、今回の数値を

1Eとしており ..仔智共測l'i<IV湿商も修正していも（正水準点は旧水準点の+1.447m) 

，・ 現地での発掘作業は地元仕もの協）」を柑た。
10. 追構実ftlll閃、刊麻暉図は白木英敏、坂本佳代-.i・・.I叫本格、原Ill恭行が和：行った，

11. 迫物の実測は岡本格が行った．

12. I・レンチおよび迫構写4の撮影は白水が、遺物写呉0)撮彩は白木が行ヽ)た。

13. 逍構迫物1/J穀図は叩践知 f・が、追物の協鯉は西村！公子、 FR(tn(-、 Ill崎絃(-. 束fllf・、濱[I]

広芙．汲倉弥生、 Ffl島-t(―JIf-が行った

14. 迫物のJIm1lfu'(、J所兄の詳細は、表を参!f(!されたし、J

15. 本苫の執咄は「箱I,;i 4. 発見1/J経緯」を鎌田隆徳氏（河東小学校教頭）が、その他の執宅及び捐

熊よ、白木が行った

16. ぷ枇仕において出tした逍物および実測図、写真等の資科は、宗｛俊市教育委日会 (1打民活珈ff,逃

課） で｛呆管して！ヽ る 第 He休澤に関する :;tfat•図（第 16 · 17図）については、福岡県 ~r九州歴史貸

料館で保符している＾
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第 1章序 説

1. 経過

1)糾代に至る経過

桜成古墳は昭fl14Cifl-l0 M 2:-1日．東海K学附屈第五縣等学校考古学研究会が行っていた迫跡',}/r, 
,llf1E中に装飾占坦として兌兄された'II/!和49(f・疫に悩岡県教育委H会がt-:1本となり、 J自丘測lfi!.

（昭fll49年12JI 2;!-27 fl}及びTi'-¥it:l掃 ・Li喉'blliC昭柑50年1月5-SIJ・ 同年7JIB I」に)ill測）

等を行い、消代後は l:<Dうで汲逍部を仮密mした，昭和51年3月31「Iに国指定火跡としてi呆(iさ
れ、 52年度には培It:部分の893而を公イi化したが今IIまで公開や活JI!、f糾丘などはIrわれておらず．

況地に全る出近なども未j笠備のため兒学者に利更を来たしていた。

平成15年4月1LI、,l叫りの所在するILi玄洵町とIll宗像ITが新設合併し、宗i象人朴．鎖IT.I.';,や神漬．
筵崎などの洵浜部から大島．沖バ：がなどの淮閲まで含めたエリアを新しい宗1級市の11,t史・観光拠点
と位笛H-1けられることになった、国指定史跡である桜京占j月もその中核をなす屯四辿跡として．装

飾についての十分な保仔処買や公Imなとの活JlJを念頭に入れた史跡撒紺が求められることにな”た
そこで[iii庫補助ボ業として平成 15年度から '1'- 11~]8年度までの4 ヶ 年をかけ、 J負 Ii規1,~ . 屈JI紅な

ど火跡内容を確認するH的で、泊丘および周辺の1渭瑣If菰や卜しンチ忠l査．さらに';ITiJ(!)報告古作

成を行い、史跡整備へ向けた袷1)1;;を『竹み出すことにな.., た

2)潤査の経過

平成15年度：現地謁代を平成15年8/l l 11から 10JI 3o nにかけ1I・ったいまずは丘陵Fにある作
業nn11郎I.中．均地から古閉へと・i渇用道および閉LT.VJ竹木伐採等を行い.I乍菜及び見学可能な状態

に消抽した。その後．培丘及び周辺の平恥11.q屈図の作成を'rn、、坑fr全」との11釦忍をIi的として. J~ 

応1:•~I b7) 1ifilnlill (第lI・レンチ）及び後l'I部（第21、レンチ）に 1、レンチを設定し. l~l tJドげを
行った。瀾食後に1'1!」：は節いをかけ、 1¥'l面に埋め戻した 平成15年II月4Aから f-成16年HJ切
I I にかけ、写呉・ l':<1 1旬町,~上迅物洗浄などの資料整理を行.,た後．平成16り・:rn1「Iから;J)125 [I 

にかけ実組報告』を作成し本年度(I)~月布を終（した

平成16年度 ：現地閥介を平成16り・11月1Rから平成17年3月31日にかけ行った。閲J'i-.(!)泊紺俊

培丘辿側括れ部の確~//,をU的として｀西側括れ部と推定される付近に第3トレンチを設定し、 il1iり

下げを行った，平成16年12111511泊野枠之文化J'(文部科学枝1芍及び福岡県教育fr文化財保泄課と

現地へ赴き. ,ll'!t"且I應や今後U),J1f-i整伽笞について調背指洋を受ける ，、平jJ雑jlJ 禎は)~fr東側周辺を

追加した.,ii/I仔後に刑上は師いをかけ．慎爪に埋め戻した 平成17q-.2月IIIから:lJ-1 l¥111にかit.

.、i具・図面や出土迫物洗浄などの沢料埜理を1fうとともに.'f'成 17年3/lllJから3J 13111にかけ

実組報告、りを作成し本年度の消令を終 r・した
平成17年度 ：現地聞仕を平成17年7/14Aから 'f成18年1M 31日にかけ行った m丘の泊掃後．
培丘及び/t.1辺の平板測.!il:l'-'<Jの作成を行い、主i本部岱辺（第41、レン千）、新II渭洒コーナー（第5ト
レンチ）。後円部北保項裾 (~6 I、レンチ），東側括れ部（第7トレンチ）の確認を11rf,Jとしたトレ

ンチを設定し、掘り下げを行った，，糾究後にi理上は飾いをかけ．柏重に埋め戻した 平成17年12

J-1 l Hからギ成lS年2fl2811にかけ、 4与共 ・図rriiや出土迫物沈浄などの貸料槌理をifった後、平成

18年3II I I」から:'¥113111にかけ実績報告・,りを作成し本的如>:.l'lfi を終~（した

平成18年度 ：報告i!!作成を行った 平成18年6月l□から同年9/129AIこかけ逍物実韻lfl::<I、追梢

-1-



~i!PI図など阪l而類を作成し、消苔作業を経て挿凶完成後、 I汝l1fii ・ 写真類0)整理．台帳化を行った ，

文化財保匿法にかかる手綬き

史跡現状変更許11f叩日古 平成15年6fl 241:l 1寸15宗教牛第437f}(Rl5年度）

埋蔵物発兄屈

埋祓文化財保管証

'f成16年8月2DI寸16宗教生第558号'(1-116年股）
和幻7年5「I20 D l •t17宗牧教第231 号 (HL7 年度）

平成16年:-lfl31□ 付14,和教生第1198号 (1-115年腹）
平成 17年 4~17 日 付 17宗教教第4号 (HL6 年度）

平成18年3月27Rf寸17'.糸牧教第i:m号 (H17年疫）
平成16年3月3]l:l付14宗教't第l」991}(HIS年度）
平成17年4月8日付17宗教教第33乃 (H16年疫）

、和成J8年3Fl 27 D f・l 17宗教枚第1374号 (Hl7年度）

叫跡現状変更終r報；午渇 平成16年：汀130□1寸宗綬 t.第1586号（印.5年度）
平成17年3月18A付宗教生第1362号 (Hlfi年&)

2. 組織と構成
平成18年3月3111付宗孜教第1410号 (H17年岐）

1)平成15年度発掘潤ti組織

総 括 宗像•Ii教脊委員会 教存長

戟行部長

IF, 涯学皆課長

文化財係長

庶務 ・会計 佑l上

発掘讃査打I'り i:I壬技師
暉託

:.!)平成16年度発掘凋背作成組織

総 括 宗像市孜行委貞会 教宥長
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4)平成18年9釘報告lf作成組織
総 括 宗像市教育委員会

庶務・会 ;ti
報告苫作成相当

枚＃長

iii民協働部長

iii民活動推進課艮

文化・スポーツ推進係及

1: 任技(illl

K直

川崎雅光

藤野炎美

占Illf1l1広

佐藤久光

岡来

白 ~.; 尖敏

殷後になりましたが、昭和4~年）しに行われた福岡県教付秀日会の関社内容につl•ては.IL州脱史

臼料館 什111勲氏にご枚ボ頂きました また桜点古培発見者のお1人．河東小学校教眼 鎌131隆徳

教諭には発見の経紺についての玉稿を頂きました 心より感謝申し I:げます，

3. 位誼と環境

桜点古瑣は、宗1俊1ITの西沿1梓部に位誼し、釣川 1、流切；tの玄昇消を屯む11・.陵 I:.標，¥'./i50mほど

に立地する装飾占冷で、約200店からなる牟III尻，し培1府）一支群｀牟田尻桜成古頃僻に含まれる

同It:陵,~からは、空気(})よく涅んだ天候の良い「I!こだけ、意外なほど大きく兄える小呂島 （福岡rli
西区）を1tt/.めることができるs

本古t,fiO) 立地するfr陵(/)西側 滞は、ゴルフ場開発にffい平成8年度に占沿群の発掘1~.iが行わ

れ、 5世紀中項~7llt紀にかけて営まれた古培群の内容が明らかになったし令乳樟甜TI囮や鉄製戟．

鉄製アワヒオコシ．銀鈴などの直咲遺物が出土していかまに近隣(/)神湊地区，では古消叫代の人•

規模な海人児落遺跡と Elされている浜宮貝塚、古墳11t-代や古代の製Y乱1路が採秘された神瑛 l:Jj

(A. B)遺跡、iiii月後円項含む仲湊上野占培ll1など分布してし 1る
これまでI})ところ、神淡および牟lllFJi.地l又だItでj'jiflj後1り墳が5枯確認されている。無論．宗像

g―•族の奥津城である沖屋胡占」廿群（福消市）ほど人きなものはないが、彼等h長府を支え 。 ある

いは率制した有)J海人紀IJJ:l()J:長が眠るものとぢえられよう

4. 発見の経緯

昭和45年10月、この年結成された東海大学附屈第J.i.両校の考占学研究会は、 ’ぶ像郡内の追跡分

n, 図づくりのため、 IH宗船町や11'1玄海町.1n消序崎ITifd)ilJに人I)古項を中心と した追跡の分(Ji閥丘
をおこなっていた，

昭和46年4flから牟田尻地区の西方の丘陵に点任する,1,J貞群())分布閲布を放[iiiにわたっておこな
う。そして.Jil凌の尼根上にGO基以I:の円瑣が

いくつかのグループを成して分柘していること

や石宰が開fIしシ、室に6ffi形が設けられた前Jj

i灸円瑣と墳頂部が陥没した1H1方後円填の2枯を
確認する C (その後の訊行で確認できた9:1店の

M~ の分布状況ば当時福岡県教育委員会でお
こなわれていた 「~i町村別遥跡等分 {ti地図」 1ヤ

成の資料としてIFI玄洵町教令冴さ只会に報告し．

台帳に収録される）

同年10月23日、秋11100.k教諭、話岡沼
教諭、生徒の花l:T3II努広、鎌Ill降低の4名がl1月

-~-

し●,• ・

摩・

哉飾発見時の写真(i



” 起 発見時の写真,2, 装飾発見晦の写耳3、

にヤ定されている学園祭で 「宗像(JJ迫跡」 1/)展ぷ発よをするため、イ筏がIJfHIしている前Jj後円閉
の行Cf'内に人tJ• .』う澳撮影と計ill!をおこなう その時に;{,;"-,'f石l-1!形(/)具坪の一枚石と石棚を女える
2本の石柱に． 三角文の線刻と者や赤行で彩色が施されてしヽることを発兄する，

後II、再度、イ肉内に人り、玄宙の二角文の線亥りや装飾の範圃や状態を閥ぺ、阿面にとる。（巻

弧カラー図版2参照）

U月の学園祭において、宗像でmめて発兄された焚飾古瑣と して屈日大の{j'.-£0)株邸を作成し、
展ホ発表する。期Ill!111には宗像麻校郷1消暉l打(J)1f. 木#-. 郎先生が来校し見＇ー、；豆：されか
II暉 47年4)I、福岡孜(t大学歴史餅究会考古学既による譴j也IX.Q)姐跡巡検がおこなわれる。第

7L,ti校考古学研究会の他/:.III、!!Rillが参l』1して、装飾古J即の（紐を知らせ、 同占培へ案内する
後II、教育大学歴史研究会が福岡県牧育委は会文化課へ述絡、県孜＃委偵会文化，牒松岡史枝ir.r.t

i'tが玄浦1• r取有·委日会とともに現地人りし、焚飾占培であることの確認がされる ，
また，古」がの所在地は地元の字名で桜点（さくらきょう）といい．桜点，り培と名づけられ、県教

育委目会から文化庁に国指定史跡へのlj.lftりがなされる

叩、朝II新間、西II本新闘、ilJl・J沿濁1の各紙にて 「沿岸滞に装飾古」貸1「福岡[f,t北端で初めて 1

の発見として報逍がなされる

叫 149年度には輻岡県教育委目会が石屯内外の濶立を行い、 fl謡 51年3JI 3111にI.LI指定史跡となる、呵lli 学 亨饂譴t;t1lli酋誨譴!刃・.,• li 罪 r&:i
山 m 初的
加,~ i~醤
閲り~ ~ 扁認
戸郎t

ロ—― 闊古
lhUi賛胃墳ヘ
印げ ヱ真町

;--;;- r: 

呻梱i呻鳩疇!hl!!UHi
翡1wmu~且m叫lJ.dd枷i
（朝日新閲）
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以上が発見｀り時の経綽である

さて、地JL:(中Ill尻地lヌ）では、中Ill尻から勝ifllO)山に数多く点在する古船のことを 「塚」と呼

ぱれていた そして，古J(iの開11した石宅やJ(i内部が陥没した穴を見て 1山賊がftんでいた六」と

か［爆弾が洛ちた跡 などとも言われていた

以l申益軒の「筑前v~組風t;;ビ』(;「いには、「此村の西の山に、人の住し窃{T i: より別Iれ見ゆ
凡大小IIサ午、 ・ ・ ・ 」 とあり、筑前I~笛風 I:妃拾逍 m.2・,にも「村の西小山(})中に6窟あり木紺

にIIプ、パ所有',::tヽヘり 今は崩れて11ft・ッ残れり こ入nは狭くJ乏し0 其廊の姐き虜、長さ立丈顕れ
h!{、奥横し）く、人鼻立丈::J尺Ji.. J・ メ其奥に麻さ四)·{、人成尺八 ,J·,{1-Q)i•lr布u 其前に A:.fiの棚あり

穴OJ[Iは西に向きたり ... Iともある 石哨を利用して人がItんでいたことや桜）K古閉と思わ
れる古沿の石·41~りKきさも記されている
また、桜以古J日のい室内に［寛文拾参年「Lr!□ If」や「昭fllI・ ニ年」の釘苔きがある。また、昭
,fll20年代にはh屯の中で地元(/)人逹で賂博がおこなわれてし、たというぃ

このように桜点古閉は、少なく とも江戸時代の頃には石室部は開口していて、石室内への人の出

人りがなされていたことがわかる その‘り時、石当に施されていた線刻や装飾については気づかれ

ていたとも考えられる。しかし.oftからもな（に留められることもなく、歴史的な価値の知られるす

ペもなかった，，東海）（学附属第Ji.,塙校考占学研究会によって発見されるまで．桜が占墳(J)(f {・Eは忘

れ去られていたのである

註

(1)貝原益粁編 『筑前國硝風上記」牟田尻村 r: ぶ像郡誌1I: 巻 1944 
(2)百柳種13紺 r筑前國瑣凪上出拾追J牟fll/J訃I・ じ宗像811誌J_I.: 巻 1944 

:i. 隅査0)概要

現況測星 J/l丘油!Ml~は昭和49年福岡県枚tr委は会瀾布では50⑩コンクであったも(/)を25cm・で
測り1ifしに測沢,,,に西側括れ部9、1近で小振りな横穴式石屯と考えられる第2i'休社1を発見してい
る。さらにJf.t斤．はばとんとiiilれているが．前）瑶I涌南東部(/)斜而で新たな古培（円培）を確認した
墳形 主軸Ht立をほぼ南北 (K-10°-E)にとる前Ii後,,,頃である。i曳せ尾根上という立地の制約

のためであろう、前方沿西IJりは比校的Ill状を保.,.ている前方部東側と対称にならず、柄鋭状のあま

り閲かない形状に考えられる また、培丘ぱ大'fが盛上によるものである
墳丘規模 I、レンチによる堆丘湖在の胡果、沿丘規11..¥は．沿rに全長:・!9.()m、後円部抒24.0m.f灸
l'-1部高6.4m (現況）. f,1; れ部幅U.OIll. 前方部磁rn.5nヽ 、前方部高4.0Ol (現況）．前方部長16.0m 
に推'rtされる ．

第 1主体部 今'"'溝在は行っていないが、昭和49年度福岡県孜育委は会褪在の倉尉測l図をもとに
計測11~(等を提ホしておく u

和本部は複室柑追の横穴式石室で．墳J'i:主軸にほぼ直父して西側に開口する，.ti完全長8.86m、
汲道部長5.09m. arr宅長2.!iSm、"'央部1屈1.47,n. 麻さ 1.96m、後室長;l.88m、愧壁輻2.05111、中
央蝠2.29m、手前輻2.20m.絲さ3.6;!mを測ふ奥壁に逍られたイ花せ形は、 fil!Dlの両側を2本の石

杵で形式的に支，えるクイプである， fi棚/J)尚さば巾央先端部で1.65m. 奥唸冊11.nm.石柱の1111隔

（内側）は約1.2mをillqるa

第2主体部 平成15年底に沼丘の平板il!II拭中に兌兄したc 石塊が落ち菊から頷をIiiしており、

小振りだが犬iHiを楳成する (―j材と兄られる．． ，(廿i材 Iヽ＊に石糾みが見られることから小形の横穴式石

屯と考え、第2=tr本部に認定した,!If.II I部からスクッフを差し込んでみたところ火H石の沿部から
1.34mて'{i材に突き‘りたった 平成16年度に文化rn奴官及び幅岡乱文化財保設課との協議9こより、
内flli閥在は今1111行わないことにな・ったため．平成17年）むに現況実測のみ行ったc

u
 



!i. 畑！頌Ul,り叩 7.中Ill「I袖活）碑 8. 年II111i譴占I暉
9. 4'nl屈F1i詰紐 10,tUll/, ~!/i がIU占l印 1 1. 畑 ,,a峠，l;J!jr,J
12. り:UJJ暉 l恥細 13,牟llllr,l'JlJ.古畑 Iヽ1.;•rru幽濁紐Ill

LS. Al勾上殿迅跡偽＇和叩） 16. 譴大社
L7. 旧磁防 18. Ill暉 Il・,1;.I印群 19./r.l l k谷 ，•;祁 T

21. ,~ 叫 i寺，1,J(illf :l2 iitl-1 Lilli ,'ill'llrt 
24. 古山牟U古J/!n[ 25, 山Ill安ふ!r.!iJ釦,i
灯，1,1 1 1 出，~fi,りl暉 28, 領田，i • 

I 30. r;,°Jliい訊， 31 -~, りさ111j口古m群
窃．中,,、り井卓IUM/l訂 J-1.11勅Ii荘ぶi,1i泊群
: IA. l/iilfiぶSllll ,1,J~ 37. lltilli'名ノ1111,'iJ負

39. lfl計iJJ<-111;!..JliITT' tO, 収1111[園占Jfl
42.'内家）瀑閲A 4:1, k石IJ,I)谷1l}J柑 i 
•15. ,II名 Ill天硲ic~Ht,1,I月46.l!1名ni上11l古坦 い

118. lil多Illミ'I塚，!.;J!¥ 49, 紺多I l l (• /LI古J!!j • 
01. ~~·m, ↓塚

第1図 桜京古墳周辺の遺跡分布地図 (1/25,000)



第2章調在の記録

1 . 培丘の関査

I)第 lI・レンチ

トレンチの設定（第5図）

珀Li令長を叫らかにするため、iii!J淵澤部に1[1fi¥lmX長さ2.701 の l・レンチを設定 した 1~軸は

叩 1149年の福岡県教育委員会による潤在で設定したラインで問題ないと考え、今回も踏洟するこ

とにした 後1rr沿；T員及び前方部」。に残されたプラスチック杭を積丘泊柿..,, に確認できたため、それ

を枯準として祈たにブラスチック杭を設定した．

謂査の内容（第7・ 13似1・1:<1版3・8〉
地山整形1前の 1:1こ褐色系Q)幣J也卜．を :~!icmほど施し、その上に約20e1nの~I,\褐色の II.I表 t崩が堆梢

しているが、その I:屈は開叩による戟負の撹乱上である。I叱登土防では溝状の堆積が観察できるが
/¥-L2月壻との間の丘陵尾恨l;JJ浙部であり桔l溝でばないv 斤陵厄根切断の地）［ク変挽点が前方部培艇と

考えられる，A立 号頃との先後関係は 1.1-;,iからは不明である，

出土造物 (001・002)001は須恵器甕の伽l部片であろう。002は I・.師硲小1111でU縁鉛部を僅かに

欠<.1¥IJC底托8.4cm、残m・51.9畑を測る，底部には1111転糸切り1はが残る，＇

2)第 2トレンチ

トレンチの設定 （第Stil.l)

j只丘令．貶を叫らかにするため．後円部端部に船lmX長さ2mのトレンチを設定したu

調査の内容（筍7・13図 ・図版4・8)

段築なく 気に盛り上げているため、盛七は流小していたが． トレンチ1tJ端で地山直上に形成さ

れたIll表七を検II',した 後ITJi4~(J)すぐ北側から谷部にかけて細長い棚Ill状に造成されていることも

あり、瑣裾は明確にできなかった。

出土遺物 (003・004)いずれも七師沿である.00~ は絲杯の屈曲部片であろう，

:n第3I、レンチ
トレンチの設定（第5図）

西側括れ部の確認をIJ的に 1・レンチを設定した。 トレンチ規1葵は数llilO)拡張を拙り返し、最終的
には1糾2.9mX長さ4.9,nとなった。珀丘1>.!i側は束側に比ぺ削平箸しく、また括れ部と「Iされる地点

には大木が存在しており西側l中われ部検出には困難が予想された．

詞査の内容（箱8・13同・阪l版4・5・8)

予想に追わず培丘店底面より深い削平がlfわれていたが、 トレンチ南端で第21:.体部())塔道と考
えられる追構を検ti¥したし トレンチ東端の一部をo.:{mほど掘り下げたが未掘のままである。時期
不詳だが逍樅と見られるものはSP10)みで他は水根などの投乱である。SXJも木恨などの視乱だが、

その表面付近から臼屯l点を出土した。1、レンチ南康糾は白然地形による谷(1!11への落ち込みである、9

出土遺物 (005)005は1可上である、．側而に稜線をつくり、 5世紀代によく見られる形状で、本占

屈に伴うaJ能性は低いと考えている。,t11:1苓0岱 cm、阿さ0.28mをifmるs
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1)第4トレンチ

トレンチの設定 （第5図｝

禁道の9廂認を目的に輻2m、長さ4111の I、レンチを，fが定した， l、レンチ中央部にぱ羨道祁の人：JI' 
石であったと見られる長さ 1.5m, 幅0.7m.)':/さ0.45mほどの大石が哉II¥していた，また、規模は

はっきりしなtヽが 1、レンチの北側にも大板りの石材が9訳I・',してlIる。

細査の内容 （？ぶ9・1:m1・I汝1服Cl・Ii・8)

理I;は、地山tf(J:に後円部西側が削・flされた時の悦乱上が0.5mほど．その上に；ま県教脊委H会
洪代時に行われたモ溜消稲の排上がli}-,k35cmほど雄栢していた。 ！・レンチI~面には掘り込みを3甚

検,'Iiしたが｀授乱土とほぼ同質の埋土であり、 Mれも追構ではないと考えられる，また、 トレンチ

内には淡道の開U部付近を樅築していたと見られる石材が散在していたが、東I登では原位府を保つ

P;~)tl部側りきの石材、床面には敷石の一部を検出した。なお、石室実測品J究叶の前1凩ポイン ト （釘）

を確諾しており、石室位誼を1E確に測り込むことができた。
出土遺物 (006-1)26)削・平時の橙甜I:ゃ6屯泊桶の徘七から(})Ii',ヒである 」・器類では須屯器

ハソウ）ヤ (006~008)や器台片 (010・ 011)などがIll上している，金属硲は鉄錨茎 (019) ・弓金
具 (021)が占珀時代のもの.020は鉄i't、銀銭には「寃ぶ迎買」や13邸年初鋳(l)IIJ.f銭「洪武遁筏」

がある。

5)第 5I・ レンチ

トレンチの設定 （第51"4)

前Jj部南西隅の確認を目的に船2.9mX長さ3.4m/J'J I・レンチを設定した，Jtll臼り開は削平衿しく 、
前方乳情i疇 付近も現況ではほぽ半JI'!面であか
調査の内容 （第10・14閃・閃l沢6・8)

トレンチ東唸 f-.席では地山fを形面(/)_Lに褐色系の整地上を10~20cmほと施し、その上に約15-
20cmの黒褐色のIll丑土層が堆栢しているが、その t居は開墾による軌質())悦乱 I:である.K千削'11
されてtヽる1JJ能杵もあるが、これら K陪が枕する地点が斜lI・レンチの状況から兄て前/j部端であ

ろう｀北喋上浴は束兜上培の延長で、西側瑣裾はこれら1:mの地111に接する地点とも息えるが、 1貨

乱培が直」を投っており f,'T・O)削平を受けているようだg なお、口然地形である谷部への落ち込

みが西側約0.7mから始まるなど．地形的な詣11約もあることから.!l!側のように大きく開く liii}f部
になるとは考えられない，

出土遺物 (027-030) 027ぱ愛の口縁部J',である"Ll樟滑!fに細かな液状文が施され、全体に鋭

さが残るつくりである.030はコバル 1、プルーを',lするガラス,JヽこKである

(j)第 6トレンチ

トレンチの設定 （第5位I)

第2トレンチで判然としなかった後I.LJ部瑣柑を主削l以外で確認する 1=1的で、比較的瑣丘(J)伐存状

況が良いと思われた後円部It東に船lmX長さ401のトレンナを設定したv
謂査の内容 （第JO・14閃・図版6・8)

I・レンチ南lり限ではやや人雑把な盛上の状況が観察できた ID表上は他の I・ レンチとは逃い、地
111直J_Iご雄禎している。墳丘盛土はここでも流出していたが、 地形変換点を閉裾と，品定した．，

出土道物 {(J:31一o:'16)0:11・032は須恵器.1:.1:身である 031は本聞在で唯 一(I)図1fii復元でさた床

身である，． 復元11径12.8cm、器高4.6cm、復元受部径15.0cmを濶る．小田紺年IllB期。033は小壺状
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だが装飾器台などの r持ち部分O) f/糾か。 0:-14 はtfl11i 器品駈で坪部の I'・半に1'悛Jf~な突起を持つ。

11径8.0cm.坪部高5.3,m、格部怪4.4叩を測る

7)第7トレンチ

トレンチの設定 （第5凶）

第 :~I レンチでは判然としなかった括れ部(!)確認を目的に東側括れ部付近に船2.5,nX長さ3mの

トレンチを設定した ここでも括れ部と日される地点には人~,!(が (f(t: しており，西側括れ部同様、

検If¥には困難が千想された，
謂査の内容 （第11・1,1I刈・図H!i7・8) 

）、•木のほか風僭木の餃跡と兄られるp t]みがあり調社は難航したが、 トレンチ1中i束隅で東側括れ部

と考えられる地Ill整形を検出できたn

出土達物 (037-042) 037は紺［凡澤叫身片、他は上帥沿である • 0-10沿台の脚部片であるn ()..11は

晶叩閾IJ紺沿 ・04'.lは糾),f0),4消I出1ヤである、9

8)第8I、レンチ

トレンチの設定 （第5凶）

筍21・レンチで判然としなかった後111部瑣裾をt軸以外で廂認することをH的とした収丘flりflli]
は削平が杵し 1ヽ が、，浪据(})逍存状況が比校的闊1待できる後rr1部北西に輻Irn X長さ3.2mの 1、レン
チを設定した

調査の内容 （第11・ 15国 ・l'XI版7・8)

削平が衿しくJ糾裾/l)jj汲跡は確認できなかった， トレンチ北側ではテラス状に地ILJが残って1ヽ たが

軟買の撹乱上が地山直上を図っており．整形l紺とは言えない トレンチ北西端に自然地形である西

側谷部への涵ち込みを検出しており、培裾r/)北西限といえる

出土遺物 (043-049)すぺて須恵浴である。043は裔J:f、の甚部で.l><'.Ji)t:クスカシが残存する.044 

は；器師ぷ明だが器台か ．スカシ孔が上而に残イfする 04fi-04Hは盛である

2. 第2jj本部の閥査

l)発兄の経緯

平成15年度にm1iの平板測品をrrっていたところ、 西側括れ部に人頭大の石塊が落ち低の下か
ら顔を覗かせているのに気付いた 腐菜上を取り餘くと百塊の Fは空榊となっておt)、石宙の可能

11-力濱いと思われた．文化庁技官及び幅岡県文化財保詭諜との協議の結呆、内部讃在は今l!!l行わな

いことになったため．平成17年J.紅に現況実測のみ行った

2)讃査内容（第12図 ・図版1)

印鬼はピンポールによるポーリング浪j布では111'1!0.8-J m、具行き約0.45cm、l析而二ffJ形を呈す
る 小扱りだが）ぐJH-iを枇成する fi,Iオと見られる．土砂が大凪に流れ込んでいるが、覗き込んでみ

ると両側墜は持ち送りで禎み上げており、天升石に接する祁分の間隔は13四とかなり狭い，真墜

は1吋和だが、スクッフを差し込んでみたところ夭jHiの姑1部から L34mで{-j材に突き当たった。小

形の横穴式石室と考えており、第:tl:f本部に認定した西側の前！］部から括れ祁付近はII胆墾による
約Itが著しく．このllり吃時に第2主体部が露旱した1,J能性もあろう ，

-~-



第3章まとめ

l) ;¥114在のまとめ

培形は、宅枯方位をほぼ南北 (N・10°-E)にとる前方後Pl屈である 痩せ屯根上というり他の制

約のためであろう、前）i部西側は比較的117状を保っている前方部束側と対称にならず、柄鋭状のあ

まりIJりかないJI多状に考えられる。後円部は前}j部に比してかなりボリュウムがあるのも形態的特長

であるa

前方部、 1姿円部とも段築はなく、 気に項Fi:を盛り上げていかまた、頃Ir.は大半が盛 I:による

ものであることが確認された．低位の前方部側に設定した筍1トレンチの土l曾観察によると、一且

整形された地山面に0.4mほど整地上を敷いてカサ l:げし、 Ill及土はその]:に形成されている ，， 盛
tを積み kげる前の整形面をできるだけ水平にするだ図があったもO)と考えられる 周辺施設とし
て(I)周溝、埴輪、月H・iなどは確認されなかった

瑣丘規校は、 トレンチによるJ1'lli潤牡の結爆培Jr.全長39.0m、後P.l部径:i4.0m。後円部，白i6.4
m (現況）、 Kけれtli~,,iu.o m • fi•I Ji部lj/,¥13.5 m 、 ijtr/j部 ，•,~,4 .0m (現況）、 前方祁長16.0mに推足さ

れる

第3主体部は、埴Ir.油l屎図は11昨 149年福岡県牧育委貝会潤在では50cn1コンクであったも(/)を2S

rmで測り直した 洲l凩中に西側括れ部付近で小振りな横穴式石字と考えられる節2主体部を発兄し

ている。さらに珀丘はほとんど崩れてし 1るが、前方部1中i東部に新たな古碩 (Iサ瑣）を確認した
今後、第 1及び第2主体部の叫忙や装飾石宅(])似ff・公園が削符されるが、その前提となる1i'-¥ 
内乱環境の調査もな務であろう ．， また梢fr部分のみ公打化がなされているも(/)()).堵Ii復元のも潤ふ

t\' 卜公イ'.j地をはみ出す部分もあり、整備を考えればイ叶•分である 。 指定範岡の追加や公有化の推進

など多くの課源が残されている、9

2) 第1主体部について（第 171~1)

今後の整備計訓を策定するヒで、昭柑49年疫福岡限．教育委目会が行った土体部jlj在の成来は欠

かせないため｀ここで概要を記載しておさたい。

第11:I木祁はI)は複至構造の横穴式{i室で、後＇¥-にイ1歴形を追る，開「l方向は瑣lr.t軸にほぼ
直交して西側 (N-73 ゜ -W) である • ~I測値は、石室全長8.86m . 淡逍部長5.09m、前室長2.58m、

中央部輻1.47Ill、1茜さ 1.96m. i妥宅長3.88m.奥\jl村，~ 2.0501、中央幅2.29m、手前幅2.20m、高さ

3.(>3m を m4ふ石尽形は、石棚部の存jさが•I•央先端部でUi5m.澳峡ORl.7201.石柱はi訊1部から

の現況店が右1JJJl1.72m、圧側L46mとやや知いためヒ端部に板石をはめ込み、高さを合わせている

石柱の間隔（内佃I)は約l.2inを測る

前室プランは右fl割1限がやや丸みを叩ぴるがほぼ長方形、後室プラ ンは奥墜0111が代かに挟まるがほ

ぼ長JJJI多で狭長な印象を受ける。後¥,f5立1(1i形はII要石(})他,i:i:が低く、そこから大きく持ち送って、/,'ii
し、天J・肢を構築する、いわゆるスペットウ タイプの柚穴式石宅である (,iF2>。

また特箪すぺきは後屯嬰隙に造られた石屈形とそこに施された装飾である。Li昂形は、板石をfi
屯晩体に組み込んだ石棚を石柱でJI多式的に支える構迫である 九州全域で石用形は40例を数える

が、このようなタイプは 12例件在する (d~3i ,,

また、前窒人口の第 ll/Hi と it宅人17の第2~石まではスロ ープになっており．恨,~i I: 面の比翡
苓は0.55mとかなりある。

石材は、玄武岩の柱状節雌が多mされており、その小11積みは妹の巣状に整った印象を受ける，
h座形の1110,1-a中も玄武府柱状貨1雌を用 lヽ ている．
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3)装飾について（第16柊I)

装飾は、奥壁鋭石のほぼ全而とその tに積まれた{j材の一部及び石柱前1rriから1AJ側1riiにかけて描

かれている、文様は沈線で区画された ．：角文のみの幾fiil学文様で栴成され、赤・緑・貨の3色で塗

り分けられ．装飾山jl(iとしては多色に屈する J しかしながら沈線の直複する邪分や．彩色が沈線0)

区111技をはみ出す部分、沈線を施さず彩色する部分もあり、1炭然としているとは言い難い。

さて．本占埴の特徴のひとつである三角文のみの文様構成につt,.: 気（寸し、t.:~1;: を記しておきたい，
かつて金閑丈犬は IむなかたJと＼ヽ う小文 (,日）の中で、・ポ像(})名は 「北九州の~;,像は、もとは宵

Mと吉かれた，、 胞に鰭形の人退をした洵部(l)-f係、これが北九州のムナカタ氏である。」と述ぺ、

~,if像の名称111来につt ヽて地形発'I::説とヽI~ぶ有力説として注日されていた．

駁じ和弘は、埼玉虹大宮市東宮l;/tl土の男F人物J叫輪半身i原の胸に線刻された,i;整粕円の111を辿

綺 -.fり文で充l出した特異な文様は鱗文を表現したものと考え、金l対丈夫の海人の統率者であるムナ

カクと＼ヽう氏の名称が駒に入母をしていたところ

にrl1米するとみる金1就説を成り立ちうるとした I:

で、八女市立1l111Jl3 り瑣,~\J:人物埴輪 l,lf5i(/)衣

) IIれこみられるて角形の頂点を検した向い蜻文と ．

そII)Lの二角形（悶文）で構成された文様こそ

「むなかだであると結論付けた 1111.6).

そのような視点で桜如',J府の文様を兄れば、ま
さに隣文の奥合体であり ．他II)例を引くまでもな

く、ムナカタ海人集団の本拠地での 「むなかた」

と理解できよう叫tlOH1I:しである蜻文(..:.角文）

のみ//)文様構成は、ことさら他の文様を必嗅とせ

ず．さらに想像を涅しくすれば鋭Iiの装飾は胸部．

行柱は届．腕に兄立てることも11J維であろう ．洵

を舞台に祈躍した洵人絡団.~isl象氏や安位氏など

(/)本拠地． 北部九州沿附部で 「むなかた」や I安
@.11」の表現された人物埴帖など形象的な追物の

m士がJ.ll]待される

註

立山山13号噴出土の人物埴綸
(11¥Sf文駄より石輩）

(I) JA1砂ljjl;れ部に存在する第2.1.:1柘新の発兄によって.1妥円叩）主h杢を第」主体部と呼称する”
(2)田村 1'ffl9!1916・7世紀における却叫穴幻.,布の地Jlo!t'I;I r九州における彫＇潤； 6室の屯人と展開J
第2回/Liり前Ii後l'llr'I研究会資科/J:,(第 ij)/剛
(3)滋宮上衣2<)()2I 石棚朽」 「 llぶ考占学第 14',) 』 II 本•小咋協会紺加I•払文館

ィi翔JFJの影邪によって成ヽ:rする6棚は、JL州全域で:391りJ.そのうち宗像J也城では5悧 t,':1象1・1iは平笞寺雌
/.i国 !fl・ 相原F・ l~,•1,a、即1t,1;は祈原奴11144leJ-頃・ ,,,IJ-1l}JA・ 店/J沢5号墳）が知られる

(4)金1対人火1965「むなかた」「九州文学」 IJ l-1-t (「発掘から推埋する」岩波現代文m120,)ot池肛池に再録。）

{5) r11述昭人1964「立1111111sf}tn」J¥如I改化財閾ゼ報；＇涸第1J奥 Ai). 市教育委日会
足部は切11l1しており．蒻馬人物である ,!;J:(Iは直径24m/!)Iり培、 IIか月］は小田揖年JOA期.6世紀1j.1策に比

定される，、

(6) ,~ 巳:1-ll•j}、「m2 衣ヽ·~むなかた」 1埴帖と絵面の古代学」 1992 白水IL
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表桜京古墳出土遺物観察表1 tf!(立:en,、ll : 復元

2
ー

遭物
穏笞 薔遭号囀 碍類匹 口径 詣茎 底径 形懇特愕 手法．焚Ill 祐土 位成 色頴 償考 遺咋物皇a鼻,， 
蓄号 二l
001 類Ur 頑氾:.i 安 い卜 転湘I' ,,; 由に11心rr文.,·•1· こ只•if 外i酎は横及if~•• lmml;(T,n白色砂杓 Jll!i f'l 仄色 , d[l.: 匹十由 cnxr, 

“ 段め＂~h自の11¥-11 を/lu. 外ー1屯次色 L 

Of1l ill I tr +閥’品 1•1111 l l>+• (W..J llt:l/r; を笠かに欠く 内外iii-t1' 外立四転糸切"~ ~ 良む朽 /l'.lilな｀祖色砂f,•を合 JHi I'd外-t;i@ 匹 11

―-'-
OOJ ~,z 1 r 上関器 t!o, 咆 , ふ十“ - c.す1 .-.·活111必にu上r.<t面ぶし、f燐吐祁：~を!Y)1ヽさ!,.1 ~fに11 ~.'ll 釘而旦ftU)ため間を不m ナヂi 且・白色社1りを含む 良,, 内外—Iii& ti)(c 

＂＂ 笞21r l:R}器 la,>11 21+ .. 心る外のIIJIJ1匝t片てあろう llllll! 都で史,,;..- t面瓜化のため点笠,r.~J. ➔ デ1 AむIT.l(1色玲"'"やや多くヤ R好 l'i外一位褐色 鳩t・ri岱llij 而 H

血←桓す「岬醇匡幽土立t-U.;!f< 却n2 匹虫11~る l'I応I~色 lゞ紐 f位碑5
匹 知 I 碑店、ソ71 I 1 1.1 t. ~an;1~i::; 祁暉1:あが，1111みを.,く l'11-I加 ll11lt:横サ 外'"'に厚；自烈鮨fl 謡 II呻,,~ 1,1.:、 nil 内11一.'/;K色f,l(fi n畑

← 
tltJ1 笥＂＇ 叩屯；；； ハ.,ワ 2 ,+• 11面,;で.'.i'Jl-·lll••~m 1•1tiiは11•1♦,籍ナ・1'.外面岨ガ►,•J,キti Rな奸1「J色J,t,i;をやそ•多く ，午 良tr ,~tf-,t灰a U(,11' 

恥 'l!・llr 'Ii屯器 ，．．、ウ :u+ ~~ ．． 研 で騒瓜紺近r暉昨．その上p l'Iり枷1"1集屈ナ"T ≫H  l'l皿 1><!-<'や多く令 ti江 ,~If - 幽 !6． にもltirを高す C " 

I直 ぶ"' 矛史苫 ill ""' iii沸に記・胴/iCI', 1• はIばが1心9ヽ9文の3て11!11をナデ;flし．外 l¾Hl 甲色 ・ 日色け柁と含 t↓ kl I'←浜禎褐色 l<;i釦 ~ 凶JU
I• • 両は~ -r-fl クク + lj 外-J,;:色

りlfl ;il41' ;iiでli お台 •HヽIf 5.2+ JtJ,M.fJ)~J,, ./l~ '所咲{f おそらく』 内外血臼豆横-;-.,- AOf1 r1色砂lりをやや多,;'l' 庄好 "―淡み山恥伍 iiOl~ 
1_10.Sl • /;,. カ;, I直には輝峨あn I.J 外--りぷ (i I 

011 illHr ;llt; 召話古 邸+ 910!1J-. ~,q, わ~- 内面1/1• デ H而傾/ii卯）Ii S'n, ,Jllt 釦加,m11I'の砂でを;,1.r 且 内ーにぷい黄1il色 碑 7
- r,i如 ：なる勘）が）. ~I一坦～にぷ..星円色

内J白I1・1'>14斗負rァ・ トや糾がtq1:≪1,1, I 
011 illltr 副頁 loll外 凶 t, 111祁出!fllZltて茫罪人4る ほn沢fl 外噴II叫疎けデいりにl•~ !il"1 al(> l'leサ忙を名<A-'ヽ・ 即'<f Pl外 IJ,t,; tlOOCJ 

04" 

叫 11¥! LT ll,il{ f.?ij: 邸ー ロ~Ff.1'1,n~沖：年1即に帖 liftをlllltfi. I廂浪）fばキU餃•捻一一IJ. 和いけ乞全 艮6f• (I色妙代を多く3じ mr  内一ti•,色 軋:w.,
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第3図 桜京古項の現況測塁図 (1/300}
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第5図 桜京古墳のトレンチ配逍図及び公有化範囲図 (1/300)
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図 版

(1)第2主体部発見時の状況 （西から）

!:.;.: 

(2)第2主体部清掃後（西から）



図版2
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(I)前方部より後円部を望む（南から） (2)後円部より前方部を望む（北から）

(3)里道から前方部を望む（東から） (4)前方部墳裾 （西から）

(5)墳丘東側面 （前方部南東隅から） (6)墳丘西側面 （後円部北西端から）

(7)第 1主体部入口の仮密閉状況（西から） (8)牟田尻桜京A-12号墳（北から）



図版3
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(1)牟田尻桜京A-12号墳盗掘坑（西から）

l
,.,‘ 

(2)牟田尻桜京B-03号培（東から）

(5)第1トレンチ西壁土層 （東から）



図版4

・-

(4)第2トレンチ南壁土屈（北から）

(5)第3トレンチ完掘状況 （南から）



図版5

,. 
(1)第3トレンチ完掘状況 （西から） (2)第3トレンチ南壁土尼（北から）

.... —., r, •rr...t. 
(3)第3トレンチ第2主体部推定吾道東及び南壁土層（北西から）(4)第3トレンチ第2主体部推定募道検出状況（西から）

"-" 
(5)第4トレンチ第1主体羨道部の数石検出状況（南から）



図版6
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(I)第4トレンチ完掘状況（西から） (2)第4トレンチ完掘状況（東から）

(3)第5トレンチ完掘状況 （南から）

... 
(4)第5トレンチ北壁土陪（南から）

(5)第5トレンチ東壁土陪（西から） (6)第5トレンチ東壁土層拡大（西から）

"' 

(7)第6トレンチ完掘状況（北東から）
. -- --

(8)第6トレンチ南及び西壁土層 （東から）



図版7

(1)第7トレンチ括れ部検出状況（西から） (2)第7トレンチ括れ部検出状況 （南から）

(3)第8トレンチ完掘状況（西から）

(' 

(4)第8トレンチ濃物出土状況 （西から） (5}第8トレンチ北壁土層 （南から）
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